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　私は昨年度まで地域包括支援センターに勤めていましたが、同じソーシャルワー
ク業務でも、地域と病院という働くフィールドの違いや自身の知識不足もあり、入職
後は戸惑いながら過ごす毎日でした。そんな時期に初任者基礎研修に参加し、MSW
として最低限必要となる医学的知識や社会保障制度、実践的スキル等について学ぶ
事ができ、良い機会を与えていただいたと感じています。研修最終日の事例検討で
は、他の参加者が提出した事例を通し、同じような経験年数のMSWの業務の様子や
苦悩・葛藤を知り、刺激を受けるとともに、皆自分と同じように悩みながらも前を向
いていることに励みを受けました。また、司会・記録・発表それぞれの役割を体験し、
司会者は検討すべき課題を明確化し、いかに効率的に進行していくか、発表について
は要点をまとめ、聞き手にいかに分かりやすく伝えるかといった難しさを再確認し
ました。MSWは各所において司会者（コーディネーター）的スキルや、説明能力を求
められる場面も多いため、その点を意識しながら日々の業務に努めていきたいです。
研修で学んだことを無駄にしないよう、今後の業務に活かして行きたいと思います。

初任者基礎研修 全日程修了初任者基礎研修 全日程修了

済生会日向病院

中田　麻衣

初任者基礎研修を終えて

1日目
平成30年6月23日（土）
〈受付〉9：30
〈講義〉10：00～16：30

●「社会人に必要な接遇・マナー」
　　　　　　　　　宮崎太陽銀行　人事部　副長　甲斐麻記子 氏
●「医療ソーシャルワーカーの成り立ちと課題」
　　　　　　　　　特別養護老人ホーム　立縫の里　黒木教裕 氏
●「組織とチーム医療、医療ソーシャルワーカー倫理綱領と業務指針」
　　　　　　　　　潤和会記念病院　小森有芙子 氏

4日目 平成30年10月13日（土）　〈受付〉9：30　〈講義〉10：00～16：00

●「医療・福祉制度の基礎知識Ⅰ　～介護保険制度～」　潤和会居宅介護支援事業所　武本倫代氏
●「医療・福祉制度の基礎知識Ⅱ　～お金にまつわる制度～」　藤元中央病院　大﨑まゆみ氏
●「医療・福祉制度の活用　～事例を通して考える～」　教育研修部

3日目
平成30年8月18日（土）
〈受付〉9：00
〈講義〉9：30～16：30

●医療ソーシャルワークの基本的援助技術Ⅰ
　　面接技術（自己覚知・コミュニケーションスキル）
●医療ソーシャルワークの基本的援助技術Ⅱ　アセスメント
　　九州保健福祉大学　社会福祉学部　教授　山﨑きよ子 氏

2日目
平成30年6月24日（日）
〈受付〉9：30
〈講義〉10：00～16：10

●ソーシャルワーク実践Ⅰ「一般病院におけるソーシャルワーカーの役割」
　　　　　　　　　潤和会記念病院　中野裕子 氏
●ソーシャルワーク実践Ⅱ「療養型病院におけるソーシャルワーカーの役割」
　　　　　　　　　近間病院　日髙美早 氏
●ソーシャルワーク実践Ⅲ「精神科におけるソーシャルワーカーの役割」
　　　　　　　　　永田病院　吉村克寿 氏

平成30年度

場所：市民の森病院　総合健診センター6階（第1・2・3・5・6・7日目）
　　　けいめい記念病院　2階研修室（第4日目）

　平成30年度は10名の申し込みがあり、全日程修了者は3名でした。

おび中央病院
堀切　修馬

6日目
平成30年12月8日（土）
〈受付〉9：30
〈講義〉10：00～16：00

平成31年2月2日（土）
〈受付〉9：00
〈講義〉9：30～16：40

●「医療ソーシャルワーカーのための医学知識　がんと緩和ケア」
　　　　　　宮崎医療センター病院　緩和ケア内科　高橋稔之 氏
●「医療ソーシャルワーカーのための医学知識　認知症」
　　　　　　若草病院　理事長　水野謙太郎 氏
●「医療ソーシャルワーカーのための医学知識　糖尿病」
　　　　　　平和大病院　糖尿病看護認定看護師　柞木里美 氏
●「医療ソーシャルワーカーのための医学知識　脳血管疾患」
　　　　　　潤和会記念病院　脳卒中リハビリテーション看護認定看護師　佐伯亜里沙 氏

7日目 ①援助技術演習Ⅰ「事例検討」
②援助技術演習Ⅱ「事例検討」
　　潤和会記念病院　小森有芙子 氏
　　教育研修部

日時：平成31年6月1日（土）
会場：宮崎グリーンホテル　大会議室
　　 　住所：宮崎県宮崎市大橋2-36-1
　　　 TEL：0985-22-1121

　今回、MSW初任者研修に参加させて
いただき、知識や技術の取得、経験の共
有を図るとともに、実践現場に落とし
込むための指針を作ることが出来た。
　知識の面では、MSWとして不可欠な
病院の機能について学ぶことで、私の
働く日南市に置き換えた場合の医療連
携の流れなどを把握することができ
た。またこれによりそれぞれの場所で
働かれているMSWの業務内容・対面す
る事例の違いなどを考えるきっかけと
なった。医療的な知識の講義について
はその分野に特化した職種の方々から

の講義により、その疾患等に関わる後遺症、合併症、医療処置等の
必要性を学ぶと共に、各分野の専門職が患者様をどのようにとら
えケアを行っているのかを知ることが出来た。このことにより、
MSWが把握しておく必要のある知識、果たすべき役割を考える
機会となった。
　最後に、グループワークを通して経験の共有が出来たことは大
きな刺激となった。特に参加された受講生の方々はMSWとして
の経験年数の近い方が多く、異なる病院機能の中でも共通して考
えたり、支援を行う場合もあり、共感しながら自分の事例に置き
換えたり、課題克服の為どうしていくべきかをイメージすること
ができた。
　今後はこの研修を通して学んだ知識、技術、経験などを実践の
現場に繋げていけるように日々実践と検証を行っていきたい。

平成31年度定期総会について

日南から休まず研修に
参加しパワーアップ
しました！
おび中央病院
　　　　髙野　峻平

研修頑張りました！
研修で学んだことを
これからの退院支援に
活かしていきます。
宮崎大学医学部附属病院
　　　　中武　弘明

5日目
平成30年11月10日（土）
〈受付〉9：30
〈講義〉10：00～16：10

●「かかりつけ医、在宅療養支援診療所の役割」
　　船塚クリニック　院長　日髙淑晶氏
●「地域包括ケアシステムについて」
　　社会福祉法人　凌雲堂　在宅総合ケアセンター　加賀由起子氏
●「事例から見る地域包括ケアシステム　」
　　教育研修部
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